
緊急声明 
 

防災教育学会理事会 
 
このたびの令和 8 年熊本地震により尊い命を失われた⽅々に謹んで哀悼の意を表します

とともに、ご遺族の皆様に⼼よりお悔やみ申し上げます。また、被害に遭われたすべての
皆様に⼼からお⾒舞い申し上げます。  

熊本では 2016 年に⼆度の震度 7 の地震が発⽣しましたが、今回、再び震度 7 の揺れに
⾒舞われるという想像を超える災害が発⽣しました。度重なる⼤きな災害に、多くの⽅々
が深い不安と困難の中に置かれていることを思うと、胸が痛みます。 

厳しい暑さの中でライフラインが⼨断される状況が続き、復旧に向けた懸命な取り組み
が⾏われています。被災された皆様におかれましては、⼼⾝ともに⼤きな負担を抱えてお
られることと存じます。特に熱中症をはじめとする健康被害が⽣じないよう、強く案じて
おります。 

そのような困難な状況の中にあっても、⼒を合わせて⽇々を懸命に⽣き抜いておられる
被災者の皆様、昼夜を問わず復旧・復興に尽⼒されている関係者の皆様、そして⽀援活動
に取り組まれている多くの⽅々に、深い敬意と感謝を表します。 

また、夏休み期間中の災害であることから、⼦どもたちの安全な居場所の確保や学びの
継続も⼤きな課題となっています。避難所として利⽤される学校では、教職員の皆様もま
た⼤きな負担を担っておられることと拝察し、そのご苦労に⼼から敬意を表します。  

さらに、商業施設での事故や⼯場設備の倒壊など、予期し得なかった被害も報じられて
おり、災害の影響の⼤きさを改めて感じています。  

私たち防災教育に携わる者は、⼀⼈ひとりが今できる⽀援を考え、被災地に寄り添いな
がら⾏動してまいります。そして将来に向けて、防災教育のさらなる充実を図り、災害に
よる被害を少しでも減らすことができる社会の実現に⼒を尽くしてまいります。 

被災された皆様が⼀⽇も早く安⼼して暮らせる⽇常を取り戻されますこと、そして被災
地の復旧・復興が着実に進みますことを⼼よりお祈り申し上げます。 
 


